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研究成果の概要（和文）： 

 

中央アフリカの熱帯雨林地帯における農耕文化は、混作・焼畑移動耕作・根栽農耕・半栽培・

生業複合といった特徴を維持しつつ、さまざまな新しい作物を取り入れながら現在に至ってい

る。20 世紀には、カカオやコーヒーといった樹木作物を導入し、土地利用と労働力利用を調整

しながら現在の農耕文化を作り出した。当該地域の現在の農耕文化を、政策、市場経済、自然

利用の変遷の中で位置づけることを試みた。 

 

研究成果の概要（英文）： 

 

The characteristics of the farming culture in Central Equatorial African rainforests include 

mixed-intercropping, shifting cultivation, vegetative crops, semi-domestication and multiple subsistence.  

They have accepted many new crops in their farming system.  They introduced commercial tree crops 

including cacao and coffee in 20th century and adjusted their working pattern and land use system.  I 

tried to rethink on the present farming culture in the area in relation to state policy, commercial economy 

and environmental use. 
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１．研究開始当初の背景 

 

 アフリカでは、東アフリカを中心に、在来型

農耕文化の見直しや、ポリティカルエコロジー、

情の経済論など、アフリカの小農の農業史と農

耕文化についての研究が進んできた。しかし、
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中央アフリカ熱帯雨林地帯においては、非集約

型で生産性の低い農耕文化であると見なされ、

尐数の商品作物生産を除いて注目を集めなか

った。また、1990 年代以降に政情が不安定に

なった国が多いため、それまでコンゴ民主共和

国（旧ザイール）などで進んでいた農学・農業

経済学・生態人類学的調査の多くが中断され、

さらに研究が停滞した。1993 年から、京都大

学を中心とした生態人類学のグループが政治

的に安定していたカメルーンで狩猟採集民と

農耕民を対象とした生態人類学的研究を進め、

東部州・南部州における農耕文化に関する資料

が集まった。筆者は、1993 年以降、東部州に

おいて熱帯雨林の農耕文化と食文化に関する

継続的な研究を行い、焼畑移動耕作・根栽農

耕・混作を中心とする農耕文化と生業複合、食

文化についての研究を進めてきた。当該地域の

農耕文化は、熱帯雨林という自然環境を背景と

して、環境のコントロールを最小限にとどめ、

自然の回復力を最大限に引き出す農耕文化が

存在することを示してきた（小松・塙 2000）。 

小松かおり・塙狼星、2000「許容される

野生植物−カメルーン東南部熱帯雨林の

混作文化」『エコソフィア』第 6 号、P.120- 

P.133 

 

２．研究の目的 

 

 上記のような特徴をもつ中央アフリカ熱帯

雨林地域の農耕文化を、環境に対する適応・

歴史/文化的な指向性・市場経済に対する適

応・農業政策への対応の視点から歴史的に位

置づけ直すことが本研究の目的である。特に

植民地期と独立以降の政策への対応を中心に、

20 世紀の農耕文化史を地域社会の内外の変化

から再構成することを目標とする。さらに、

当該地域の農耕文化と食文化を、ルーツであ

る西アフリカの熱帯雨林、作物を同じくする

アジア・南アメリカの熱帯雨林の農耕文化と

比較して位置づけることが長期的な目標であ

る。 

 

３．研究の方法 

 

 フィールドワークによる生態人類学的研究

と文献調査による政策研究の組み合わせによ

る総合的な研究を目指した。 

(1) フィールドワークによる生態人類学的研究 

 1993 年より継続的に調査を進めているカ

メルーン東部州における現地調査。熱帯雨林

の中に位置する村と、その母村であるサバン

ナと熱帯雨林の境界域の村において、聞き取

りとGPSを用いた土地利用の歴史の再現と、

商品作物栽培の歴史の聞き取りをおこなっ

た。 

(2) 文献による政策研究 

 カメルーン農業省において、1960 年の独

立後の数次にわたる農業政策 10 年プロジェ

クトの資料、国際熱帯農業研究所において、

主食作物と商品作物の栽培史に関する資料、

フランス・エクサンプロヴァンスの国立文書

館で、植民地下における農業政策に関する資

料、フランスとイギリスの書店で、熱帯農学

と農業史、社会史に関する文献を収集した。 

(3) 西アフリカにおける予備的調査 

 中央アフリカ熱帯雨林地帯の農耕文化のル

ーツである西アフリカの根栽農耕地帯で、中央

アフリカの農耕文化と比較するための予備的

調査をおこなった。ガーナにおいて、バナナの

品種、栽培法、利用法、流通についての資料を

収集した。 

 

４．研究成果 

 

 中央アフリカ熱帯雨林地帯の農耕は、数千年

の歴史をもつ。その中で、当初の作物であった

ヤムイモに加えて、紀元前にバナナ、16 世紀以

降にキャッサバ、その後、ラッカセイやトウモ



 

 

 

ロコシを農耕システムの中に受け入れ、19 世紀

以降にカカオやコーヒーの樹木商品作物を取り

入れた。 

 一方、基本的な農具は現在でも山刀と斧で

あり、混作を基本とし、森林の遷移を生かし

た焼畑移動耕作による土地利用など農耕の技

術は継続している部分も多い。都市近郊では、

人口の増加と土地の不足で焼畑移動耕作が常

畑になり、化学肥料を用いることもあるが、

地方では、自然の遷移などを利用した有機肥

料で土地に養分を補給している。都市近郊で

は実質的に私有化されているが、地方では、

村や集落単位の集団管理と個人による一時的

な土地の利用権が有効である。また、野生植

物の半栽培的利用といった、自然環境との緩

やかな関係も維持している。 

 20 世紀の農耕文化史は、焼畑移動耕作によ

る自給用作物栽培に、樹木作物をどのように

組み込んで、土地利用と労働力の配分を調整

するかの歴史だったと言える。調査地で言え

ば、植民地下の 1950 年代にカカオの生産が始

まり、1960 年の独立以降、政府が苗の配付や

農薬の配付、カカオの買い取りなどカカオ栽

培を保護したため、順調に維持された。1990

年代には、カカオ取引の自由化と国際価格の

低下に伴い、一時、カカオ畑が放棄されたが、

数年で価格が持ち直すと、放棄した畑に再度

手を入れて収穫するなど、政策と価格を敏感

に反映したカカオ畑の経営を行い、それを、

食用作物の自給と販売が支えてきた。人口密

度の低さと、土地の余剰により、そのような

年ごとの調整が可能なのであるが、その背景

には、管理を最小限に抑えて作物を維持する

半栽培的農耕の技術と認識があると考えられ

る。カカオ栽培の限定要因は収穫期の労働力

であるが、カメルーンでは、西アフリカと異

なり、季節労働者や移民が労働を担うことが

なく、世帯労働と隣接して居住するバカ・ピ

グミーの労働力によって労働力を賄ってきた。 

 近年のカカオの高価格によって、カカオ畑

は拡大傾向にあり、土地利用の慣習法や国家

の規制にも変化が起こっている。また、これ

までは限られてきた域外からの人間へのカカ

オ農地の賃借が広まり、生業の形態に影響を

及ぼし始めている。さらに、近隣の土地の国

立公園化と利用規制を緩和するため、政府に

よる農民の共助組織の設立が奨励され、2010

年には、これまでになかった養魚や畜産のプ

ロジェクトが試みられようとしていた。 

 今後は、商品作物の生産のための土壌の务

化と森林の減尐、野生動物保護のための狩猟

の規制による生業複合の変化、外部の商人に

よるカカオやコーヒー農園の経営と労働形態

や土地使用権の変化などが起こる可能性があ

る。 

 一方、ガーナでは、ヤムイモ、キャッサバ、

バナナなど、中央アフリカと共通する材料を

用いつつ、バリエーションに富み、手間をか

けた調理法の発達と、それらの調理に合わせ

た中央アフリカとは異なる品種の選択が見ら

れた。また、進んだインフラと都市化に伴い、

主食作物の商品化が進んだ現状を観察するこ

とができた。 

 カメルーンでのフィールドワークによる商

品作物史と土地利用の歴史の資料、ガーナの

バナナ栽培文化に関する資料は、現在整理中

である。また、日本語、英語の発表論文に加

え、これまでに発表した論文を英訳または仏

訳し、インフォーマントに還元する準備を進

めている。 
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